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· ＜連絡事項＞

· 1/17（土）生活指導室の鏡、1階・2階の浴室の勾配の工事が終了している。

· 本日14：00～断水会議実施。

· 1/20（火）午後にボイラーの定期点検を行う予定。

· 1/20（火）高次脳機能障害の講演会実施予定。
テーマ：「高次脳機能障害　－脳機能のみかた－」
場　所：青南病院4Ｆ　メモリアルホール
講　師：青森労災病院精神科部長　北條　敬先生
· 1/22（木）青南病院通院中の下村英三郎様が入浴の為来所予定。末政TOLが同行予定。

· 1/22（木）・23（金）院内研修実施。参加可能なスタッフは参加すること。

· 1/22（木）14：00より豊川明雄様の見学の予定となっている。本人エアロビに興味があるとの事で、見学日の調整を行う予定。

· 1/23（金）プロセスレコードの研修を実施予定となっていたが、延期となっている。開催日を確認し、参加可能なスタッフは参加すること。

· 1/26（月）立入検査、実地指導のカルテチェックあり。

＜外来情報＞

・田中　一　様～特に変わりはないとの事。本日ハロマンス筋注、採血実施。体重84.5kgと増加傾向。必要時は食事指導を実施する事。

・我満奈津紀様～娘様に自分の部屋を持たせてあげたいとの事で引越しを検討しているとの事。吹上にいい物件があったと話している。以前の引越しの際に体調が悪くなり、病院の近くに戻ってきた経緯があるため、物件を探す際は病院近隣で探すよう伝える事とする。

・本田　英之様～1/16（金）デイケアでぎっくり腰になったとの事。また内服について再度減薬の希望あり、前回と同様の説明を行っているが、納得していない様子見られている。

・駒目　翔　様～父様同伴で受診。前回問診時、3月での退所予定となっていたが、父様は退所については知らなかった様子で「退所しても大丈夫なんですか」との質問ある。退所後は定期的な外来通院を行うようにとの説明あり。本人の話に食い違い見られているので、情報共有を確実に行う事。内服2週間分処方。

・高橋　百寿様～「デイナイトケアは気を使わずに良い」と話している。少しずつデイナイトケアの利用日を増やしていきたいとの事。

・森田　清助様～雪道で転倒し、背中と腰を打って金曜日の通所を休んだと報告している。雪かきも問題なく、外出も出来ているとの事。

・晴山美智子様～入院希望あるが、ご家族様は金銭的理由から入院には反対しているとの事。体重104kg。糖尿病と確定診断できること、尿酸値も高い為痛風の恐れもあること本人に伝えている。本人は痩せる為にはどうしたらいいかと質問されており、主治医より食事制限を行うよう伝えている。

＜青明舎登録者様情報共有＞

・大久保康弘様～1/19（月）兄様より電話連絡有り、本人が1/17（土）に兄様宅訪問し、１万円を要求してきたとの事。理由としては、受診料（薬代）が値上がりしたと挙げたようで、兄様も本人の変化に気づきながらも手渡した。兄様自身、本人様がサラ金等の金融機関から借金を行っていないか不安だと話されている。実際、病院受診代が値上がりしたのかの事実も確認していないが、病状悪化の予兆が金銭の使い方に現れる方なので、観察が必要。本人様の情報があったら青明舎へ情報提供していくこととする。

また、古いラジカセを田中一様にあげたという情報もある為、金品のやり取りに注意していく。

・種本　サハ様～1/16（金）から通所利用している。来所時GH入居者とタクシーで来所しているがその際の料金を本人が負担している事あり。金銭トラブルに発展する可能性もあることを本人へ説明していく。

・古館　ヨリ様～年金の訴えは継続しており、通所利用時間中に青明舎・外来に相談に行きたいと訴える事あり。また夜間も青明舎へ「年金の等級が下がるのでは。下がったら生活できなくなる」と不安を訴え電話相談している。本人の訴えを傾聴し、不安の軽減を図っていく事とする。

・森　彩子　様～昨日バス券を紛失したとの電話相談あり。青明舎へ捜索の依頼を行っているが、青明舎では捜索を共に行う事は出来ない事、必要であれば再発行の手続きを行うよう説明するとの事。通所でも同様の訴え聞かれた場合には、対応を統一していく。

・我満奈津紀様～来所すると話していたが、それ以降来所せず、連絡もない。特に青明舎へも訴えもないとの事。他者からの情報で、休日は食事に行ったりしているとの事。

・晴山美智子様～駒木学様の自宅に出入りしているとの情報あり。青南病院入院中に面識があるとの事。訪問は頻回ではないとの事。

・富田　紀子様～本日通所利用している。青明舎の利用は不定期となっているとの事。

＜通所利用者様情報＞

・宮　陽子　様～1/27（火）青山荘退所ケア会議を行う予定。中居JGMが参加予定となっている。
・田向　玲美様～デイケア利用について本人と面談を行っている。本人は今月一杯の通所利用を休みたいと話している。デイケアを休んでいる際に母様と口論になり「出て行け」と言われたとの事。再度休んだ場合には同様の事があるかもしれないこと伝え、利用を促すと、本人納得し通所利用するとの事。交際相手の仕事を手伝う件については4月を目途に電話対応などの手伝いを行うと話している。

・久保　興介様～本日も欠席となっている。欠席は続いているが、休日はデイケアメンバーと遊びに行ったり交流は持っているとの事。

・秋山　和子様～昨日より左胸が痛いとの訴えあり。明日外来受診し胸部レントゲンを希望すると話している。

・種市　久子様～本人より架電あり。過去にお世話になった知人が亡くなった事、両親が入院中で意識状態が良くない事を泣き声で話している。「悲しい、誰かうちに来て欲しい」と訴えている。本人の訴えを傾聴し、デイケアでは訪問できない事伝えている。関係機関に情報提供を行っている。

・下妻　康貴様～神山和典様に対する態度を改めるよう中居美津子様に話している。神山様が下妻様と一緒に入浴をすること避けたことを気にしており「中居さんといつも一緒にいる自分がとばっちりを受けた」とスタッフに相談している。

スタッフとの面談では神山様に対して「態度や言葉などバカにしているような印象を受ける」と口調強く話している。本人から神山様に関わる事は少ないないためこのまま距離を保ち、苛々した時はスタッフに話すよう伝えている。

・神山　和典様～他者との関係性については「苦手な人はいるが関わりをもたないようにしている」と話す。下妻様に関しては、「嫌いではないが、一緒に居たいとは思わない」との事。

利用日を増やしてから、疲労感が伺える事が多いため通所利用ついて確認している。本人からは週4日の通所継続していきたいと希望あり。不安に感じていることはうみねこ幸房の利用期間が終了した後の活動場所の確保について、障害年金の継続についてを挙げている。今後については関係機関を含め検討して行く事を伝えている。

・中居美津子様～1/16（金）下妻様の入浴中に神山様を避けるためにロッカールームに篭ることあり。入浴後の下妻様から本人の行動について「異常だ」指摘をうけるが、受け入れる事無く神山様への被害的な発言が聞かれている。

＜デイナイトケア事例検討＞

○検討内容：デイナイトケアでの具体的な対応について

種本　サハ　様（68）女性　　統合失調症

デイケア利用開始日：2004年6月1日（4年6ヶ月）

治療計画：①生活上の不安や心気的な訴えが多く聞かれる為、こまめに声かけし、面談を行っていく。

②体調不良を理由に欠席する事があるので、デイナイトケアプログラムの目的と意義についても説明し、出来るだけ出席するよう促していく

○現在の様子

· 「風邪を引いた」、「咳が止まらない」と訴え、12/29～1/15までデイナイトケア欠席。

· 欠席中の欠席連絡の電話で、来所を促すと「来て下さいと言われる事がストレスなんです」と強い口調で話す事あり。

· 体重が減らず、食生活を尋ねると1日3食で間食にカップラーメンを食べているとの事。理由としては掃除をすると疲れて食べると話している。

· 運動プログラムには「肩が凝って・・・」・「体が凝って動けない」と話し、参加しないことが多い。

· 金銭管理では貯金をしているとの事。しかし貯金額が多いと生活保護を打ち切られると話し、定期的に使っていると話す。

· トラブルを避ける為に他者にお金を渡す事が以前あった。

· GHでは他者の掃除当番も進んで行い、疲労を訴える事がある。

○今後の対応

　治療計画は継続として、定期的な通所を引き続き促しいく。

欠席の電話連絡に対応したスタッフは通所を促す対応を行う。また以前担当医より通所を促された事で通所を再開した事から、欠席が続くようであれば、担当医に情報提供を行う。










